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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月4日(2020.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位相コントラスト像形成データから多エネルギーデータを生成するための装置であって
、前記装置が、
　入力ユニットと、
　処理ユニットと、
　を備え、
　前記入力ユニットが、物体の関心領域の位相コントラストＸ線像データを前記処理ユニ
ットに提供し、
　前記入力ユニットが、前記物体の前記関心領域の減弱Ｘ線像データを前記処理ユニット
に提供し、
　前記処理ユニットが、２つの基礎データセットを含む前記多エネルギーデータを生成し
、
　像位置における位相コントラストＸ線像データが当該像位置における第１の基礎データ
に比例することに基づいて、前記処理ユニットが、前記位相コントラストＸ線像データか
ら前記第１の基礎データセットを生成し、前記第１の基礎データセットが、コンプトン散
乱総減弱係数データに対応するコンプトンデータを含み、
　前記処理ユニットが、前記位相コントラストＸ線像データと前記減弱Ｘ線像データとか
ら第２の基礎データセットを生成し、前記第２の基礎データセットが、光電総減弱係数デ
ータに対応する光電データを含み、
　前記第２の基礎データセットの生成が、前記第１の基礎データセットの使用を有し、前
記光電総減弱係数データを計算するために、前記減弱Ｘ線像データが前記コンプトン散乱
総減弱係数データと共に使用される、
　装置。
【請求項２】
　前記位相コントラストＸ線像データを獲得するために使用されるディテクターのスペク
トルディテクター感度が、前記減弱Ｘ線像データを獲得するために使用されるディテクタ
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ーのスペクトルディテクター感度と同じであり、ベースライン強度信号は、前記物体が存
在しないときに前記ディテクターにおいて検出された信号に関係しており、前記位相コン
トラストＸ線像データの獲得中に使用されるＸ線源のスペクトルが、前記減弱Ｘ線像デー
タの獲得中に使用されるＸ線源のスペクトルと同じであり、前記第２の基礎データセット
の生成が、前記ディテクターの前記スペクトルディテクター感度、及び、前記Ｘ線源の前
記ベースライン強度信号及び前記スペクトルの使用を有する、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第２の基礎データセットの生成が、前記第１の基礎データセットのデータに関係し
たエネルギー依存性と、前記第２の基礎データセットのデータに関係したエネルギー依存
性との使用を有する、
　請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記位相コントラストＸ線像データを獲得するために使用される前記ディテクターが、
前記減弱Ｘ線像データを獲得するために使用される前記ディテクターと同じであり、前記
位相コントラストＸ線像データの獲得中に使用される前記Ｘ線源が、前記減弱Ｘ線像デー
タの獲得中に使用される前記Ｘ線源と同じである、
　請求項２又は請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記減弱Ｘ線像データが、スペクトル像データを含む、
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記処理ユニットが、前記スペクトル像データを少なくとも１つの基礎像に分解し、前
記少なくとも１つの基礎像が、第１の基礎データセット像を含む、
　請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記位相コントラストＸ線像データと前記減弱Ｘ線像データとが、同時に獲得された、
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記処理ユニットが、前記第１の基礎データセットと前記第２の基礎データセットとに
基づいて、多エネルギー及び／又はデュアルエネルギー情報を生成し、前記多エネルギー
及び／又はデュアルエネルギー情報が、前記物体の前記関心領域の少なくとも１つの像を
含む、
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　位相コントラスト像形成データから多エネルギーデータを生成するためのシステムであ
って、前記システムが、
　少なくとも１つの像獲得ユニットと、
　位相コントラスト像形成データから多エネルギーデータを生成するための請求項１から
請求項８のいずれか一項に記載の装置と、
　出力ユニットと、
　を備え、
　前記少なくとも１つの像獲得ユニットが、位相コントラストＸ線像を獲得し、及び、減
弱Ｘ線像を獲得し、
　前記出力ユニットが、前記第１の基礎データセットと前記第２の基礎データセットとに
基づいて、多エネルギー及び／又はデュアルエネルギー情報を出力する、
　システム。
【請求項１０】
　ａ）物体の関心領域の位相コントラストＸ線像データを提供するステップと、
　ｂ）前記物体の前記関心領域の減弱Ｘ線像データを提供するステップと、
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　ｃ）前記位相コントラストＸ線像データから第１の基礎データセットを生成するステッ
プであって、当該ステップｃ）が、前記位相コントラストＸ線像データからコンプトンデ
ータを生成するステップを含み、前記コンプトンデータが、コンプトン散乱総減弱係数デ
ータに対応している、ステップと、
　ｄ）前記位相コントラストＸ線像データと前記減弱Ｘ線像データとから第２の基礎デー
タセットを生成するステップであって、当該ステップｄ）が、前記位相コントラストＸ線
像データと前記減弱Ｘ線像データとから光電データを生成するステップを含み、前記光電
データが、光電総減弱係数データに対応しており、当該ステップｄ）が、前記第１の基礎
データセットを使用するステップを有し、前記光電総減弱係数データを計算するために、
前記減弱Ｘ線像データが前記コンプトン散乱総減弱係数データと共に使用される、ステッ
プと、
　を有する、位相コントラスト像形成データから多エネルギーデータを生成するための方
法。
【請求項１１】
　プロセッサにより実行されたとき、請求項１０に記載の方法を行う、
　請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の装置又は請求項９に記載のシステムを制
御するためのコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のコンピュータプログラムを記憶した、コンピュータ可読媒体。
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